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組合等ニュース
地域の防犯と安全の確保をめざして
　こども110番タクシー
 周南地区タクシー協同組合
クイズに答えてクーポン券をゲットしよう！
 山口県畳工業組合
中四国青年部は一枚岩の結束
　ジャンボオークション
 山口県中古自動車販売商工組合
■会員紹介…下関漁港近代化協同組合
■全国先進組合事例

■景況動向

■特集

連携組織交流プラザ事業
後継者養成塾のご案内

創立30周年記念講演・18年度通常総会を開催
 山口県中小企業組合士会
新部長に下本氏を選出！
 山口県中小企業団体中央会青年部

中小企業者向け契約目標額　約３兆９,346億円
 平成18年度中小企業者に関する国等の契約の方針の概要
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2山口県の中小企業

申込方法など詳しいことは、山口県中小企業団

体中央会にお問い合せ下さい。

〈山口会場〉

山口市湯田温泉３－１－１

　「翠山荘」ガーデニアの間
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後継者養成塾後継者養成塾
夢夢ををカタチカタチヘ！埋もれたヘ！埋もれたニーズニーズを探り出せ！を探り出せ！
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！

　次世代を担う若手経営者・後継者等が研鑽と相互の交流を通して、人格、教養、経営能力の向上を図り、その成果を経営革新並び
に新連携へとつなげ、企業の発展と地域社会の繁栄に貢献することを目的に開催します。

開催日時：平成18年10月12日㈭
　　　　13:00～17:00
開催場所：山口市湯田温泉３－２－７
　　　　　「セントコア山口」
受 講 料：無　料
定　　員：50名

養成塾のねらい

養成塾の特長

業種・業界を越え
た人脈の形成
　業種・業界の垣根を越
えた同じ立場のメンバー
と「相互啓発」すること
で生涯にわたる仲間を得
られます。

最前線の新連携・
経営革新事例の修得
　企業の新たな取り組み
を支える新連携、経営革
新の事例、施策、金融支
援のポイントなど最前線
の情報が修得できます。

専門的な知識・技法と経営
のバランス感覚を学ぶ
　経営者として必要となる、専門的
な経営管理の具体的な知識・技法に
ついて、「わかる」→「できる」→「やっ
てみる」のプロセスを踏み、段階的
かつ着実に学習していきます。

経営者としての視点と
発想を学ぶ
　自社がこれまでに築き上げてき
た、大切な自社の理念や信頼関係、
強みなどの資産を有効に活かしな
がら、企業の新しい未来を創り上
げていくための考え方や視点をしっ
かりと学んでいただきます。

キックオフセミナーキックオフセミナー

開催日時：＜下関会場・周南会場＞
　　　　　平成18年10月14日㈯、21日㈯
　　　　　10:00～17:00
開催場所：＜下関会場＞
　　　　　下関市赤間町6-2 
　　　　　　｢東京第一ホテル下関｣
　　　　　　＜周南会場＞
　　　　　周南市糀町1-17
　　　　　　｢ピピ510｣
受 講 料：3,000円（テキスト、名刺交換交流会費用として）
定　　員：各会場30名

対　　象： 経営者・経営幹部・後継者、管理者及びそれ
に準ずる方（キックオフセミナー・実践講座共通）

そ の 他：  キックオフセミナーのみ、実践講座のみの
受講も可能です。

主　　催：山口県中小企業団体中央会
後　　援： 財団法人やまぐち産業振興財団
　　　　　商工組合中央金庫下関支店・徳山支店

実践講座実践講座（２日間 ＊昼食付き）

申込方法 申込先・お問い合せ先

申込締切日

山口県中小企業団体中央会 連携推進班
〒753-0074 山口市中央四丁目５番16号
 山口県商工会館６Ｆ
TEL 083－922－2606
FAX 083－925－1860
E-mail　renkei@axis.or.jp

平成18年度連携組織交流プラザ事業

後継者養成塾受講申込書

所 属 先 名 担当者名

所属先住所

連 絡 先 TEL（　　　　　　　　　　　　　）　FAX（　　　　　　　　　　　　　）

※　受講されるものに○印をつけ参加者の職氏名をお書き下さい。

氏　　名 役　職　名

キックオフセミナー 実践講座

10月12日㈭
10月14日㈯、21日㈯

下関会場 周南会場
山口市

「セントコア山口」
下関市

「東京第一ホテル下関」
周南市

「ピピ510」

（記入例）養成　太郎 専務取締役 ○ ○

会場アクセス

※受講申込書に所要事項を記載の上、郵送もしくはＦＡＸで
右記宛にお申し込み下さい。

（※セミナーのみは無料です。実践講座の受講料（3,000円／１人）については、事前にお振込み下さい。）
西京銀行山口支店（普）0284935　山口県中小企業団体中央会

平成18年10月２日㈪
※先着順で受け付け、定員になり次第締め切ることがあります。

「セントコア山口」
山口市湯田温泉３－２－７
TEL：083－922－0811

「ピピ510」　
周南市糀町１－17
TEL：0834－22－5510

「東京第一ホテル下関」
下関市赤間町6－2
TEL：0832－23－7111

申込期限：平成18年10月２日㈪

ＦＡＸ　083－925－1860
※この参加申込書をＦＡＸして下さい。



経営成功のポイント、自社分析等について実習を交えながら学び新事業展開や新分野進出へのアクションプランの経営成功のポイント、自社分析等について実習を交えながら学び新事業展開や新分野進出へのアクションプランの
構築につなげていきます。講義、実習等で得た成果物を自社に持ち帰っていただけます。構築につなげていきます。講義、実習等で得た成果物を自社に持ち帰っていただけます。

企業の新たな取り組みを支える新連携、経営革新に取り組まれた企業の事例、施策、金融支援企業の新たな取り組みを支える新連携、経営革新に取り組まれた企業の事例、施策、金融支援
等のポイントなど最前線の情報が修得できます。等のポイントなど最前線の情報が修得できます。

カリキュラムの概要

月　日 場　　所 時　　間 内　　　容 講　　師 定　員

平成18年
10月12日
（木曜）

山口市
「セントコア山口」

13時～ 主催者挨拶

50名

13時5分～
13時35分

企業の挑戦をサポート！
～新事業活動促進法の概要と支援施策
について～

山口県新産業振興課
課長　小山　和久

13時40分～
14時10分

産学連携の新たな展開
～ビジネス創造に向けた新・大学活用法～

山口大学
地域共同研究開発センター

次長　崎山　智司

14時15分～
14時45分

金融機関は「経営計画」のここ
を見る！

商工組合中央金庫下関支店
支店長　藤枝　道弘

（14時45分～15時　　休　　憩）

15時～
15時45分

100％の力を出すために常に準
備する ～経済革新への取り組みと今
後の事業展開～

株式会社
ワールドガレージドア
代表取締役社長　店村　圭祐

15時50分～
17時

技術を活かして新事業分野へ
チャレンジ！ ～プロペラで養った
技術でメディカル分野へ～

ナカシマプロペラ株式会社
常務取締役　中島　義雄

月　日 場　　所 時　　間 内　　　容 講　　師 定　員

平成18年
10月14日
（土曜）

＜下関会場＞
下関市
「東京第一ホテ
ル下関」　

＜周南会場＞
周南市
「ピピ510」

10時～12時

Ⅰ　成功する経営者の共通点
＜下関会場＞
中小企業診断士

　　　川上　正人

＜周南会場＞
中小企業診断士
　　　藤田　悠久雄

各30名

Ⅱ　情報分析について

13時～17時

Ⅲ　自社をとりまく経営環境を知る

Ⅳ　自社の有する強みを知る

17時30分～
19時

参加者による交流会（名刺交換交流会）
※ソフトドリンク、軽食を準備しております。

平成18年
10月21日
（土曜）

10時～12時

Ⅴ　成長ストーリーを考える

＜下関会場＞
中小企業診断士

　　　川上　正人

＜周南会場＞
中小企業診断士
　　　藤田　悠久雄

Ⅵ　アクションプランの作成

13時～17時

Ⅶ　自己成長計画の作成

Ⅷ　プレゼンテーション

総まとめ・質疑応答

キックオフセミナーキックオフセミナー ： ：

実践講座実践講座：：

施策

連携

金融

経営

経営

講議
＆
実習

講師紹介

店村　圭祐店村　圭祐
keisuke Tanamurakeisuke Tanamura

㈱ワールドガレージドア　代表取締役㈱ワールドガレージドア　代表取締役
1967年７月生まれ。アメリカの航空パイロット養成学校を卒業。1967年７月生まれ。アメリカの航空パイロット養成学校を卒業。
1991年ワールドガレージドアを創業。1991年ワールドガレージドアを創業。
2001年より代表取締役に就任。木製ガレージドアの認知度を高2001年より代表取締役に就任。木製ガレージドアの認知度を高
めるために、高級外車専門の販売会社に売り込みをかけるなどめるために、高級外車専門の販売会社に売り込みをかけるなど
独特の着眼点を持つ。独特の着眼点を持つ。
2004年、「木製ガレージドアの耐火認定の取得及び車庫本体の2004年、「木製ガレージドアの耐火認定の取得及び車庫本体の
商品化等を通じた需要拡大」をテーマに中小企業経営革新支援商品化等を通じた需要拡大」をテーマに中小企業経営革新支援
法（現、中小企業新事業活動促進法）に基づく経営革新計画の法（現、中小企業新事業活動促進法）に基づく経営革新計画の
承認を受ける。承認を受ける。

㈱ワールドガレージドアのホームページ：http://www.wgd.co.jp/㈱ワールドガレージドアのホームページ：http://www.wgd.co.jp/

中島　義雄中島　義雄
Yoshio NakashimaYoshio Nakashima

ナカシマプロペラ㈱　常務取締役ナカシマプロペラ㈱　常務取締役
（株式会社システムズナカシマ 代表取締役社長）（株式会社システムズナカシマ 代表取締役社長）
1955年９月生まれ。東京大学大学院船舶工学専門課程を卒業。1955年９月生まれ。東京大学大学院船舶工学専門課程を卒業。
1996年ナカシマプロペラ㈱常務取締役に就任。2001年㈱シス1996年ナカシマプロペラ㈱常務取締役に就任。2001年㈱シス
テムズナカシマ代表取締役社長に就任。テムズナカシマ代表取締役社長に就任。
岡山に本拠を置き、国際的に活躍する企業。社名が示すように船岡山に本拠を置き、国際的に活躍する企業。社名が示すように船
舶のプロペラ（スクリュー）のメーカーで、世界一級の技術によ舶のプロペラ（スクリュー）のメーカーで、世界一級の技術によ
りモーターボートから数十万トン級の船まで、あらゆる種類のプりモーターボートから数十万トン級の船まで、あらゆる種類のプ
ロペラの製造を手がける。市場占有率は国内70％、世界30％、名ロペラの製造を手がける。市場占有率は国内70％、世界30％、名
実ともに世界一。さらにプロペラ製造の高い技術を活かし，ＣＡ実ともに世界一。さらにプロペラ製造の高い技術を活かし，ＣＡ
Ｄ／ＣＡＭシステム，人工関節等医療器具など様々な分野にも進Ｄ／ＣＡＭシステム，人工関節等医療器具など様々な分野にも進
出している。出している。
第１回「ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞、全国の元気なモ第１回「ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞、全国の元気なモ
ノ作り中小企業300社（中小企業庁）に選定。ノ作り中小企業300社（中小企業庁）に選定。

ナカシマプロペラ㈱のホームページ：http://www.nakashima.co.jp/ナカシマプロペラ㈱のホームページ：http://www.nakashima.co.jp/

川上　正人川上　正人
Masato KawakamiMasato Kawakami

㈱流通プランニング研究所 所長㈱流通プランニング研究所 所長
中小企業診断士中小企業診断士
青山監査法人勤務を経て、1993年に経営コ青山監査法人勤務を経て、1993年に経営コ
ンサルタントとして独立し、その後㈱流通ンサルタントとして独立し、その後㈱流通
プランニング研究所を設立。現在、（独）中プランニング研究所を設立。現在、（独）中

小企業基盤整備機構中国支部　中小企業・ベンチャー総合支援セ小企業基盤整備機構中国支部　中小企業・ベンチャー総合支援セ
ンター中国（広島市）チーフアドバイザーを務めるとともに、中ンター中国（広島市）チーフアドバイザーを務めるとともに、中
小企業大学校東京校・関西校・広島校の講師など「経営革新」をテー小企業大学校東京校・関西校・広島校の講師など「経営革新」をテー
マとした研修、講演及び成長戦略の策定等のコンサルティングをマとした研修、講演及び成長戦略の策定等のコンサルティングを
手掛けている。手掛けている。

藤田　悠久雄藤田　悠久雄
Yukuo FujitaYukuo Fujita

㈲ウェーブ㈲ウェーブ
中小企業診断士中小企業診断士
早稲田大学卒業後、細田貿易に早稲田大学卒業後、細田貿易に
入社。82年に中小企業診断士と入社。82年に中小企業診断士と
して登録し、アリス経営を設立。して登録し、アリス経営を設立。

90年に有限会社ウェーブを設立。小売業やサービス90年に有限会社ウェーブを設立。小売業やサービス
業を中心とした経営コンサルティングのほか、新規業を中心とした経営コンサルティングのほか、新規
創業研修、販売士養成研修など各種研修の講師とし創業研修、販売士養成研修など各種研修の講師とし
ても幅広く活躍中。ても幅広く活躍中。

経営事例、実践講座の講師を紹介します。
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め
福
」
に
て
、
第
15
回
山
口
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
青
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。

　

総
会
で
は
、
梅
林
青
年
部
長
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
議
案
の
審
議
に
入
り
、
議
案

は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
今

年
度
は
、〝
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

人
的
交
流
と
儲
け
の
仕
組
み
づ
く
り
〞
を

テ
ー
マ
に
各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
中
央
会
が
今
年
度
実
施
す
る

次
世
代
育
成
支
援
事
業
、
連
携
組
織
交
流

プ
ラ
ザ
事
業
実
施
へ
の
協
力
を
行
っ
て
い

く
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
下

関
市
土
木
建
築
協
同
組
合
青
年
部
会
の
下

本
一
公
氏
が
部
長
に
選
任
さ
れ
た
。
新
役

　

総
会
終
了
後
、
交
流
会
に
移
り
株
式
会

社
電
通
東
京
本
社
サ
ッ
カ
ー
事
業
局
長
の

濱
口
博
行
氏
よ
り
、「
サ
ッ
カ
ー
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
〜
世
界
を
熱
狂
さ
せ
る
ビ
ッ
グ

ビ
ジ
ネ
ス
の
軌
跡
と
展
望
〜
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
あ
っ
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド

イ
ツ
大
会
に
お
け
る
日
本
代
表
の
様
子
等

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
貴
重
な
映
像
を
交
え

な
が
ら
話
を
さ
れ
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
懇
親
交
流
会
を
開

催
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
青
年
部

同
士
の
交
流
並
び
に
情
報
交
換
を
行
っ

た
。

下本新部長

役職 氏　名 所 属 組 合

顧　問
梅林　義彦 湯田温泉旅館協同組合

小川　直純 山口県豆腐商工組合

部　長 下本　一公 下関市土木建築協同組合

副部長
白木浩一郎 湯本温泉旅館協同組合

寺西　　健 山口県石材加工協同組合

幹　事

松原　　章 山口県電気工事工業組合

藤本　隆敏 山口県パン工業協同組合

山口　　豊 徳山卸商業団地協同組合

日柳　直哉 日立笠戸協同組合

佐伯　　茂 岩国市中通商店街振興組合

監　事
豊田　真三 山口県畳工業組合

田原　光昭 山口道場門前商店街振興組合

　

去
る
８
月
２
日
を
皮
切
り
に
、光
市「
山

口
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
」、
山
口

市「
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
山
口
」、下
関
市「
長

府
東
公
民
館
」
の
県
下
３
会
場
で
パ
ソ
コ

ン
研
修
（
前
期
日
程
）
を
開
催
し
た
。

　

本
研
修
は
、
組
合
及
び
組
合
員
の
情
報

化
を
促
進
す
る
た
め
、Excel

の
応
用
、

Pow
erPoint

の
利
用
の
２
コ
ー
ス
に
つ

い
て
実
施
し
、
県
下
各
地
の
組
合
事
務
局

や
組
合
員
企
業
の
職
員
等
が
受
講
し
た
。

一
歩
進
ん
だ
業
務
効
率
化
の
た
め
に

 

組
合
情
報
化
推
進
研
修

員
は
左
記
の
と
お
り
。

　

な
お
、
後
期
日
程
（
９
月
28
日
か
ら

10
月
17
日
の
間
）
に
つ
い
て
は
、
受
講

者
を
随
時
募
集
中
。

　

お
問
い
合
せ
は
企
画
課
田
中
ま
で
。



4山口県の中小企業

中
小
企
業
者
向
け
契
約
目
標
額

 

約
３
兆
９
、３
４
６
億
円

 
平
成
18
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る 　

 

 

国
等
の
契
約
の
方
針
の
概
要

　
国
は
、
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第
２

項
に
基
づ
き
、
８
月
８
日
、
平
成
18
年
度
に
お
け
る
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約

の
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
平
成
18
年
度
の
方
針
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。（
紙
面
の
都
合
上
一
部
省
略
）

１ 　
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の

増
大
の
た
め
の
措
置

⑴　
情
報
提
供
の
促
進

　

国
等
は
、
中
小
企
業
者
の
受
注
の
機
会

の
増
大
を
図
る
観
点
か
ら
、
透
明
性
の
向

上
と
公
正
な
競
争
の
確
保
に
留
意
し
つ

つ
、
情
報
提
供
の
促
進
の
た
め
、
次
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

ア　

国
等
は
、
中
小
企
業
者
向
け
契
約

の
実
績
金
額
及
び
目
標
金
額
に
つ
い

て
、
各
省
各
庁
等
別
の
情
報
提
供
を

行
う
も
の
と
す
る
。

イ　

国
等
は
、
上
記
に
加
え
、
中
小
企

業
者
向
け
契
約
の
実
績
金
額
及
び
目

標
金
額
に
つ
い
て
、
物
品
、
工
事
及

び
役
務
の
別
に
詳
細
に
情
報
提
供
を

行
う
も
の
と
す
る
。

ウ　

国
等
は
、
競
争
促
進
に
資
す
る
新

た
な
指
標
と
し
て
、
入
札
件
数
等
の

情
報
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

⑵ 　
中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目
等
の
発

注
情
報
等
の
提
供
及
び
受
注
機
会
の
増

大ア　
国
等
は
、
中
小
企
業
官
公
需
特
定

品
目
（
織
物
、
外
衣
・
下
着
類
、
そ

の
他
の
繊
維
製
品
、
家
具
、
機
械
す

き
和
紙
、
印
刷
、
潤
滑
油
、
事
務
用

品
、
台
所
・
食
卓
用
品
及
び
再
生
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
製
品
）
に
関
す
る
発

注
計
画
を
作
成
し
、
当
該
発
注
計
画

に
関
す
る
情
報
を
中
小
企
業
団
体
中

央
会
等
を
通
じ
て
中
小
企
業
者
に
提

供
す
る
も
の
と
す
る
。

イ　

国
等
は
、
発
注
計
画
に
関
す
る
情

報
の
提
供
を
行
っ
た
特
定
品
目
の
う

ち
、
落
札
価
格
等
契
約
結
果
に
関
す

る
情
報
の
提
供
が
中
小
企
業
者
の
受

注
機
会
の
増
大
の
た
め
効
果
的
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
適
切
な

方
法
に
よ
り
、
中
小
企
業
者
の
参
考

に
資
す
る
よ
う
、
中
小
企
業
団
体
中

央
会
等
を
通
じ
て
中
小
企
業
者
に
提

供
す
る
も
の
と
す
る
。

ウ　

国
等
は
、
中
小
企
業
官
公
需
特
定

品
目
の
発
注
を
行
う
に
際
し
、
中
小

企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
を
図
る

も
の
と
す
る
。

エ　

国
等
は
、特
定
品
目
以
外
の
物
品
、

工
事
及
び
役
務
で
あ
っ
て
政
府
調
達

協
定
等
に
基
づ
き
官
報
掲
載
さ
れ
る

も
の
を
除
く
一
般
競
争
の
発
注
に
関

連
す
る
情
報
並
び
に
工
事
で
あ
っ
て

公
募
型
の
指
名
競
争
の
発
注
に
関
連

す
る
情
報
を
中
小
企
業
団
体
中
央
会

等
を
通
じ
て
中
小
企
業
者
に
提
供
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

オ　

国
等
は
、
工
事
で
あ
っ
て
政
府
調

達
協
定
等
に
基
づ
き
官
報
掲
載
さ
れ

る
も
の
を
除
く
一
般
競
争
及
び
公
募

型
指
名
競
争
の
発
注
に
関
連
す
る
情

報
提
供
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
、
落

札
結
果
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が

中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
の

た
め
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
を
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
中

小
企
業
者
の
参
考
に
資
す
る
よ
う
、

中
小
企
業
団
体
中
央
会
等
を
通
じ
て

中
小
企
業
者
に
提
供
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

⑶　
官
公
需
適
格
組
合
等
の
活
用

ア　

国
等
は
、
中
小
企
業
庁
が
証
明
し

た
官
公
需
適
格
組
合
を
始
め
と
す
る

事
業
協
同
組
合
等
の
受
注
機
会
の
増

大
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　
　

特
に
、
官
公
需
適
格
組
合
の
競
争

契
約
参
加
資
格
審
査
に
当
た
っ
て

は
、
総
合
点
数
の
算
定
方
法
に
関
す

る
特
例
の
一
層
の
活
用
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

イ　

国
等
は
、
官
公
需
適
格
組
合
制
度

に
つ
い
て
、
官
公
需
適
格
組
合
の
発

注
機
関
別
受
注
実
績
を
公
表
す
る
ほ

か
、
各
省
各
庁
等
は
、
中
小
企
業
庁

と
協
力
し
つ
つ
、発
注
機
関
に
対
し
、

当
該
制
度
の
一
層
の
周
知
徹
底
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国
は
、

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
当
該
制
度

の
一
層
の
周
知
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

⑷ 　
指
名
競
争
契
約
等
に
お
け
る
受
注
機

会
の
増
大

ア　

国
等
は
、
指
名
競
争
を
行
う
に
際

し
て
は
、
極
力
同
一
資
格
等
級
区
分

内
の
者
に
よ
る
競
争
を
確
保
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
者
の
受
注

機
会
の
増
大
を
図
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
一
般
競
争
の
場
合
に
つ
い
て

も
同
様
の
配
慮
を
払
う
も
の
と
す

る
。

　
　

な
お
、
資
格
等
級
に
対
応
す
る
契

約
の
予
定
金
額
に
つ
い
て
は
、
価
格

水
準
の
変
動
等
を
も
勘
案
し
つ
つ
、

適
時
見
直
し
を
行
う
等
一
層
の
適
正

化
を
図
る
と
と
も
に
こ
れ
を
公
表
す

る
も
の
と
す
る
。

イ　

特
に
、
中
小
工
事
等
に
係
る
発
注

及
び
中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目
に

係
る
発
注
に
当
た
っ
て
、
法
令
の
規

定
に
基
づ
く
指
名
競
争
制
度
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
中
小
企
業
者
の
受

注
機
会
の
増
大
を
図
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

ウ　

国
等
は
、
特
に
、
少
額
の
契
約
案

件
に
あ
っ
て
は
、
中
小
企
業
者
の
受

特　　集
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注
機
会
の
増
大
を
図
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

⑸　
中
小
企
業
者
へ
の
説
明
の
徹
底（
省
略
）

⑹　
銘
柄
指
定
の
廃
止
（
省
略
）

⑺　
分
離
・
分
割
発
注
の
推
進

ア　

国
等
は
、
物
品
等
の
発
注
に
当

た
っ
て
は
、
政
府
調
達
協
定
等
と
の

整
合
性
の
確
保
に
特
段
の
配
慮
を
し

つ
つ
、
価
格
面
、
数
量
面
、
工
程
面

等
か
ら
み
て
分
離
・
分
割
し
て
発
注

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か

を
十
分
検
討
し
、可
能
な
限
り
分
離
・

分
割
し
て
発
注
を
行
う
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

　
　

な
お
、
公
共
工
事
に
お
い
て
は
、

公
共
事
業
の
効
率
的
執
行
を
通
じ
た

コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
観
点
か
ら
適
切

な
発
注
ロ
ッ
ト
の
設
定
が
要
請
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
か
る
要

請
を
前
提
と
し
て
分
離
・
分
割
し
て

発
注
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

イ　

国
等
は
、
分
割
発
注
が
、
公
正
性
・

経
済
合
理
性
に
反
す
る
形
で
恣
意
的

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た

め
、
経
済
合
理
性
を
満
た
し
つ
つ
、

中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
を

目
的
と
し
て
分
割
発
注
を
実
施
し
た

場
合
に
は
、
当
該
分
割
発
注
に
係
る

理
由
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
ま

た
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
も
同
様
の
取
組
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
要
請
す
る
。

ウ　

国
等
は
、
中
小
企
業
庁
が
取
り
ま

と
め
る
効
率
的
な
分
離
・
分
割
発
注

に
係
る
事
例
を
参
考
と
し
て
活
用
す

る
と
と
も
に
、
分
野
に
応
じ
て
、
部

内
の
人
材
育
成
又
は
外
部
人
材
の
活

用
等
に
よ
り
、
発
注
能
力
の
向
上
等

体
制
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

⑻ 　
計
画
的
発
注
の
推
進
及
び
労
働
時
間

短
縮
へ
の
配
慮
（
省
略
）

⑼　
適
正
価
格
に
よ
る
発
注
（
省
略
）

⑽ 　
地
方
支
分
部
局
等
に
お
け
る
地
元
中

小
企
業
者
等
の
活
用
（
省
略
）

⑾　
中
小
建
設
業
者
に
対
す
る
配
慮

　

国
等
は
、上
記
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

中
小
建
設
業
者
を
取
り
巻
く
現
下
の
諸
情

勢
に
か
ん
が
み
、
中
小
工
事
の
早
期
発
注

等
に
よ
り
中
小
建
設
業
者
に
対
し
特
段
の

配
慮
を
払
い
、
そ
の
受
注
機
会
の
増
大
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

ま
た
、指
名
競
争
を
行
う
に
際
し
て
は
、

極
力
同
一
資
格
等
級
区
分
内
の
者
に
よ
る

競
争
を
確
保
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
優
良

な
工
事
成
績
を
上
げ
た
中
小
建
設
業
者
に

対
し
て
は
、
施
工
能
力
等
を
勘
案
し
、
上

位
の
等
級
に
属
す
る
工
事
に
係
る
競
争
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
積
極
的
に
受

注
機
会
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

特
に
、
公
共
工
事
に
関
す
る
発
注
に
当

た
っ
て
は
、
共
同
に
よ
る
請
負
の
適
切
な

活
用
の
一
層
の
推
進
等
に
よ
り
、
中
小
建

設
業
者
に
対
す
る
受
注
機
会
の
増
大
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

　

ま
た
、
地
元
建
設
業
者
、
専
門
工
事
業

者
等
の
中
小
建
設
業
者
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
円
滑
か
つ
効
率
的
な
施
工
が
期
待

で
き
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
極
力
分
離
・

分
割
し
て
発
注
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

⑿ 

技
術
力
の
あ
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
受

注
機
会
の
増
大

　

国
等
は
、
技
術
力
の
あ
る
中
小
企
業
者

の
受
注
機
会
（
公
共
事
業
を
除
く
。）
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

ア　

国
等
は
、
政
府
調
達
（
公
共
事
業

を
除
く
）
手
続
の
電
子
化
推
進
省
庁

連
絡
会
議
幹
事
会
決
定
「
技
術
力
あ

る
中
小
企
業
者
等
の
入
札
参
加
機
会

の
拡
大
に
つ
い
て
」
に
基
づ
く
入
札

参
加
機
会
の
拡
大
措
置
に
つ
い
て
、

技
術
革
新
や
そ
れ
に
伴
う
産
業
動
向

の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
対
象
分

野
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
実
施
状
況
を
取
り
ま
と
め
て
公

表
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
当
該
拡
大

措
置
の
一
層
の
活
用
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

イ　

国
等
は
、
技
術
力
の
正
当
な
評
価

を
踏
ま
え
、
技
術
力
の
あ
る
中
小
企

業
者
に
関
す
る
入
札
参
加
資
格
の
弾

力
化
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
受
注
機
会
の
増
大
を
図
る
も
の
と

す
る
。
な
お
、
技
術
力
の
評
価
に
際

し
て
は
、
中
小
企
業
技
術
革
新
制
度

に
お
け
る
技
術
開
発
補
助
金
等
の
交

付
先
中
小
企
業
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

活
用
な
ど
、
客
観
的
評
価
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

⒀ 　
新
規
開
業
者
に
対
す
る
受
注
機
会
の
増

大
に
向
け
て
の
措
置
（
省
略
）

⒁ 　
調
達
手
続
に
関
す
る
簡
素
・
合
理
化

（
省
略
）

⒂ 　
中
小
企
業
者
の
自
主
的
努
力
の
助
長

（
省
略
）

２　
中
小
企
業
者
向
け
契
約
目
標

　

国
等
は
、
上
記
１
に
掲
げ
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
等
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
に
お

け
る
国
等
の
契
約
の
う
ち
、
中
小
企
業
者

向
け
契
約
の
金
額
が
、
約
３
兆
９
、３
４

６
億
円
と
な
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
金
額
は
、
国
に
つ
い
て
は
約
２

兆
３
、４
７
７
億
円
、
公
庫
等
に
つ
い
て

は
約
１
兆
５
、８
６
９
億
円
と
す
る
。

中小企業者向け契約実績・契約目標
（単位：億円）

平成17年度 平成18年度
官 公 需
総実績額

A

中小企業
者向け契
約実績額
B

B
／
A
（％）

官 公 需
総予算額

C

中小企業
者向け契
約目標額
D

D
／
C
（％）

国計 52,621 23,079 43.9 52,646 23,477 44.6

公庫等計 35,457 18,207 51.4 29,475 15,869 53.8

国等計 88,078 41,286 46.9 82,121 39,346 47.9
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基
地
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

鮮
魚
の
輸
送
コ
ン
テ
ナ
を
共
同

利
用

　

労
働
力
の
不
足
や
高
齢
化
に
伴
う
荷

役
能
力
の
低
下
、地
理
的
条
件
も
加
わ
っ

て
、
水
揚
高
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

お
り
、
こ
の
現
況
を
打
破
す
る
た
め
に

は
、
近
代
的
荷
役
機
械
を
導
入
し
、
荷

役
能
力
の
増
大
・
ス
ピ
ー
ド
化
に
よ
る

集
荷
受
入
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　

昭
和
47
年
、
漁
港
内
の
荷
役
機
械
の

近
代
化
の
た
め
、
下
関
漁
港
荷
役
事
業

協
同
組
合
を
設
立
し
た
。

沖
合
・
沿
岸
漁
業
の
基
地

　

当
組
合
は
、下
関
漁
港
の
中
に
あ
り
、

三
方
が
海
に
開
け
、
海
陸
交
通
の
要
衝

の
地
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。
下
関
漁

港
は
、
全
国
各
地
の
漁
船
が
利
用
し
て

き
た
重
要
な
漁
港
で
、
現
在
、
特
定
第

３
種
漁
港
（
利
用
範
囲
が
全
国
的
な
漁

港
の
う
ち
、
特
に
水
産
業
の
振
興
の
た

め
重
要
な
漁
港
と
し
て
政
令
で
定
め
ら

れ
た
漁
港
。
全
国
で
13
の
港
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
港
及
び
分
港
（
南
風
泊
）
が
あ
り
、

本
港
は
沖
合
・
沿
岸
漁
業
の
基
地
と
し

て
、
分
港
は
主
に
〝
ふ
く
〞
の
水
揚
げ

　

昭
和
60
年
、
鮮
魚
を
輸
送
す
る
た
め

に
必
要
な
コ
ン
テ
ナ
を
共
同
利
用
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
下
関
漁
港
近
代
化
協

同
組
合
へ
と
改
名
し
た
。

よ
り
安
定
し
た
稼
働
を
目
指
す

　

組
合
事
業
は
、保
冷
施
設
等
の
管
理
・

運
営
、
荷
役
運
搬
機
械
提
供
事
業
、
魚

選
別
事
業
、
共
同
集
配
施
設
（
ト
ラ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
及
び
屋
上
駐
車
場
）、
福
利

厚
生
施
設
の
管
理
・
運
営
、
情
報
交
換
・

収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

共
用
機
械
は
、
ふ
ぐ
移
送
専
用
ポ
ン

プ
、
選
別
機
、
選
別
機
用
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
ー
、
選
別
用
及
び
移
送
用
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
構
内
運
搬
車
、
高
圧
洗
浄

機
な
ど
が
あ
り
、
よ
り
安
定
し
た
稼
働

を
目
指
し
て
い
る
。

下
関
漁
港
及
び
水
産
業
の
発
展
に
大
き
な
役
割

組
合
概
要

組
合
名　

 

下
関
漁
港
近
代
化
協
同
組
合

理
事
長　
濱　

崎　

和　

彦

住　
所　
下
関
市
大
和
町
１

－

16

－

１

 

下
関
漁
港
福
利
厚
生
施
設
管
理
室
内

　

☎　
　
０
８
３
２

－

６
７

－

０
０
５
４

出
資
金　
９
３
０
万
円

組
合
員
数　

13
名

漁
港
内
施
設
の
充
実
を
図
る

　

水
産
業
界
の
現
状
は
、
資
源
の
枯
渇

や
ク
ラ
ゲ
増
大
に
よ
る
被
害
、
船
（
漁

師
）
の
減
少
な
ど
が
原
因
で
、
水
揚
げ

量
が
減
少
し
、
魚
価
（
ア
ジ
、
鯖
）
が

低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
漁

港
内
施
設
の
充
実
を
図
り
、
漁
港
内
施

設
の
供
給
な
ど
を
通
じ
て
、
下
関
漁
港

及
び
水
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

下関漁港近代化協同組合

保冷施設

会員紹介

共同集配施設

福利厚生施設

下関漁港
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山梨県警備業協同組合
http://www.espl.camlink.ne.jp/̃keibi

　

中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
に

取
り
組
み
、
組
合
員
企
業
の
警
備
員

の
定
着
率
を
あ
げ
る
た
め
、
労
働
条

件
等
雇
用
管
理
改
善
と
体
系
的
教
育

訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
競
争
力

を
向
上
さ
せ
た
。

背
景
と
目
的

　

昨
今
の
公
共
工
事
の
減
少
か
ら
受

注
量
が
少
な
く
な
る
と
と
も
に
、
受

注
単
価
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め

に
は
、
警
備
員
の
能
力
向
上
と
雇
用

管
理
改
善
を
進
め
て
警
備
員
の
定
着

率
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
中
小
企
業

人
材
確
保
推
進
事
業
」
の
活
用
に
よ

り
、
体
系
だ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
立
案
し
実
施
し
た
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
で

の
目
玉
事
業
は
、「
エ
ク
セ
レ
ン
ト

警
備
員
制
度
」
の
創
設
で
あ
る
。
警

備
業
法
に
規
定
さ
れ
る
資
格
検
定
制

度
を
補
完
す
る
た
め
に
は
法
令
知
識
、

警
備
技
術
等
ば
か
り
で
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
精
神
に
あ
ふ
れ
た
警
備
員
を
称

え
る
も
の
で
あ
る
。
資
格
認
定
基
準
、

事
前
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
資
格
認
定

審
査
会
の
設
置
等
制
度
を
整
え
た
。

成
果

　

エ
ク
セ
レ
ン
ト
警
備
員
制
度
を
確

立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
格
検
定
取

得
者
以
外
の
警
備
員
の
モ
ラ
ー
ル
が

向
上
し
た
。
さ
ら
に
、
当
制
度
を
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
報
酬
）
に
結
び
つ

け
る
組
合
員
企
業
が
現
れ
る
等
雇
用

管
理
の
充
実
に
向
け
た
成
果
が
出
て

き
て
い
る
。

雇
用
管
理
改
善
を
進
め
、

 

モ
ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

組
合
概
要

組
合
名　

 

山
梨
県
警
備
業
協
同
組
合

設　
立　
平
成
９
年
３
月

住　
所　
山
梨
県
甲
府
市
宝

 

１

－

21

－

20

　

☎　
　
０
５
５

－

２
２
８

－

１
６
８
１

出
資
金　
１
、６
０
０
千
円

組
合
員
数　

14
名

東白川木造建築協同組合
http://www.sho-ko-kai.com/ie/index.htm

　

建
築
業
界
と
し
て
の
後
継
者
育
成

と
、
組
合
員
事
業
所
の
人
材
確
保
を

目
的
に
、
組
合
や
地
域
の
枠
を
超
え

て
同
業
者
が
連
携
。
職
業
訓
練
法
人

を
設
立
し
、
職
業
能
力
開
発
校
の
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

背
景
と
目
的

　

建
築
技
術
・
技
能
の
継
承
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
地
域
自
治

体
も
、
近
隣
地
域
の
建
築
業
者
に
広

く
働
き
か
け
を
行
い
、
組
合
の
枠
を

越
え
た
建
築
業
者
の
連
携
に
よ
り
、

平
成
９
年
３
月
、
職
業
訓
練
法
人
が

設
立
、
同
年
４
月
、
同
訓
練
法
人
が

主
体
と
な
っ
て
、
職
業
能
力
開
発
校

を
開
校
し
、
有
能
な
職
業
人
材
の
育

成
・
確
保
に
向
け
た
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
る
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

訓
練
内
容
は
、建
築
技
術
の
基
礎
・

専
門
と
い
っ
た
伝
統
的
な
建
築
技
術
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
い
っ
た
最
新

の
技
術
、
さ
ら
に
建
築
現
場
で
の
実

務
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
組
合
員
事

業
所
か
ら
選
抜
し
た
熟
練
工
を
開
発

校
の
技
能
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
な

ど
、
開
発
校
の
運
営
に
は
組
合
員
事

業
所
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

成
果

　

職
業
能
力
開
発
校
も
開
校
後
９
期

目
を
迎
え
、
既
に
58
名
（
内
女
性
１

名
）
の
訓
練
生
を
一
人
前
の
大
工
と

し
て
、
地
域
の
建
築
業
者
や
組
合
員

事
業
所
に
送
り
出
し
て
お
り
、
有
能

な
建
築
技
能
者
の
人
材
育
成
と
確
保

に
寄
与
し
て
い
る
。

「
東
濃
ひ
の
き
」ブ
ラ
ン
ド
の

 

産
直
住
宅
の
技
を
受
け
継
ぐ

組
合
概
要

組
合
名　

 

東
白
川
木
造
建
築

 

協
同
組
合

設　
立　
昭
和
61
年
２
月
５
日

住　
所　
岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村

 

神
土
４
２
６

－

１

　

☎　
　
０
５
７
４

－

７
８

－

３
１
９
２

出
資
金　
４
、１
０
０
千
円

組
合
員
数　

10
名

全国先進組合事例
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組合等ニュース

地
域
の
防
犯
と
安
全
の
確
保
を
め
ざ
し
て

こ
ど
も
１
１
０
番
タ
ク
シ
ー

夏
の
夜
を
満
喫
し
た
い
！

湯
田
温
泉
ま
る
ご
と
感
動
体
験

ク
イ
ズ
に
答
え
て

 

ク
ー
ポ
ン
券
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

周
南
地
区
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
の
組
合

員
は
、
周
南
市
防
犯
協
議
会
に
参
加
し
、

子
ど
も
達
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
タ
ク

シ
ー
「
こ
ど
も
１
１
０
ば
ん
」
を
実
施
し

て
い
る
。

　

子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
防
止
の
た
め
、

周
南
警
察
署
と
協
力
し
、
組
合
員
企
業
の

タ
ク
シ
ー
に
「
こ
ど
も
１
１
０
ば
ん
」
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
子
ど
も
が
犯
罪
に

遭
っ
た
、
あ
る
い
は
被
害
に
遭
い
そ
う
に

な
っ
た
時
に
子
ど
も
を
保
護
し
、
直
ち
に

警
察
に
通
報
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全

を
守
り
、
犯
罪
の
抑
止
と
子
ど
も
の
安
全

確
保
、
地
域
安
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

山
口
県
畳
工
業
組
合
で
は
、
携
帯
サ
イ

ト
で
畳
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え
、
表
示

さ
れ
る
ク
ー
ポ
ン
の
デ
ー
タ
を
保
存
も
し

く
は
印
刷
し
、
最
寄
り
の
畳
工
業
組
合
加

盟
の
ク
ー
ポ
ン
券
取
扱
店
に
見
せ
る
と
定

価
の
５
％
引
き
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
平
成
18
年

９
月
24
日
〜
12
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
の
で
、皆
さ
ん
も
ア
ク
セ
ス
し
て
、ク
ー

ポ
ン
券
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

選択 

取得中...

　

湯
田
温
泉
旅
館
協
同
組
合
は
、
子
供
達

が
夏
休
み
に
入
る
７
月
21
日
か
ら
８
月
中

旬
ま
で
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
観
光
客
を

出
迎
え
た
。

　

温
泉
入
浴
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
瑠
璃
光

寺
五
重
塔
や
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
を
巡
る

「
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」、
湯
田
温
泉
の
歴
史
や

文
学
な
ど
の
史
・
旧
跡
を
探
索
す
る
「
湯

田
温
泉
探
検
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、足
湯
（
無

料
）
で
開
か
れ
た
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
ギ

タ
ー
な
ど
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
多

く
の
観
光
客
は
湯
田
温
泉
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　

去
る
７
月
23
日
、
下
関
市
「
Ｊ
Ｒ
下
関

駅
周
辺
」
に
お
い
て
、
下
関
た
ば
こ
販
売

協
同
組
合
女
性
部
を
主
体
に
、
駅
周
辺
等

に
落
ち
て
い
る
ご
み
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻

等
を
拾
う
清
掃
美
化
活
動
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
８
年
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
年
間
15
回
延
べ
約
３
０
０
名
を
動
員

し
、
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
や
小
月
駅
周
辺
、
唐
戸

公
園
周
辺
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
も
の
。

同
時
に
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
呼
び

か
け
と
携
帯
灰
皿
の
無
料
配
布
も
行
い
、

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
運
動
を
併
せ
、
街
の

美
化
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
下
関
駅
周
辺
等
で

 

美
化
活
動

下のＱＲコ
ードを

　　携帯
電話で読

み込んで

　　　　
　　　携

帯サイト
へ

http://www.axis.or.jp/̃y-tatami/c/
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去
る
８
月
12
日
、
宇
部
市
「
新
天
町
名

店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
」
に
お
い
て
、
夏
ま
つ

り
２
０
０
６
が
開
か
れ
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り
多
く
の
市

民
に
出
演
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
３
ヶ
所
の
ス
テ
ー
ジ
を

設
置
し
て
、
野
外
演
劇
を
は
じ
め
バ
ン
ド

演
奏
、
合
奏
、
紙
芝
居
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
等
多
彩
な
芸
が
披
露
さ
れ
多
く
の
拍
手

を
受
け
て
い
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
に
よ
る
様
々
な
露
天
が

用
意
さ
れ
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
人
が
楽
し
み
賑
わ
っ
て
い

た
。 

（
表
紙
写
真
）

中
四
国
青
年
部
は
一
枚
岩
の
結
束

ジ
ャ
ン
ボ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　

去
る
７
月
25
日
、
防
府
市
大
道
「
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
会
場
」
に
お
い
て
、
中
四
国
青

年
部
主
催
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ボ
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
中
四
国
か
ら
出

展
中
古
車
７
５
０
台
が
整
然
と
並
び
、
約

90
名
の
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合
会
員

が
集
結
し
た
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や

他
業
種
か
ら
の
参
入
が
増
え
る
中
、
Ｊ
Ｕ

会
員
は
、〝
安
易
な
金
儲
〞
を
考
え
る
の

で
は
な
く
〝
真
の
商
売
〞
を
追
求
し
て
行

く
こ
と
が
、〝
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
〞を
作
る
」

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

紅
提
灯
の
ト
ン
ネ
ル

山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り

　

去
る
８
月
６
〜
７
日
の
２
日
間
、
山
口

市
の
中
心
商
店
街
や
駅
通
り
に
お
い
て
、

伝
統
の
夏
祭
り
山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

　

中
心
商
店
街
周
辺
に
は
、
計
10
万
個
の

球
形
の
紅
ち
ょ
う
ち
ん
が
炎
の
ト
ン
ネ
ル

と
な
り
、
幻
想
的
な
光
景
を
醸
し
出
し
て

い
た
。
す
だ
れ
提
灯
や
ち
ょ
う
ち
ん
ツ

リ
ー
の
点
灯
が
あ
り
、
提
灯
み
こ
し
や
総

踊
り
、
よ
さ
こ
い
な
ど
が
あ
り
、
お
祭
り

を
熱
気
と
迫
力
で
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　

去
る
８
月
７
日
、
山
口
市
の
「
㈳
山
口

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
」
に
お
い
て
、
物
流
経

営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

㈱
シ
ャ
ロ
ン
テ
ッ
ク
福
山
社
長
が
「
中

四
国
の
荷
主
が
変
わ
っ
た
、
道
路
が
変

わ
っ
た
変
革
の
10
年
と
こ
れ
か
ら
の
経
営

戦
略
」
と
題
し
て
講
演
。

　

高
速
道
路
の
整
備
に
よ
る
在
庫
の
集
約

化
が
可
能
と
な
り
、
物
流
業
界
は
大
き
く

変
革
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
物
流
効

率
化
法
を
う
ま
く
活
用
し
、
高
度
化
資
金

を
利
用
し
適
正
な
投
資
を
行
い
、
経
営
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

大
変
革
を
見
据
え
た

 

物
流
戦
略

宇
部
新
天
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で

 

夏
ま
つ
り
２
０
０
６
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景況動向

食
料
品

○
原
材
料
、
包
装
材
料
の
原
油
値
上
げ
に

よ
る
価
格
上
昇
が
見
ら
れ
、
段
々
に
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
状
況
に
よ
る
収

益
減
が
目
立
つ
。 

（
菓
子
製
造
業
）

繊
維
・
同
製
品

○
ア
イ
テ
ム
に
よ
り
現
在
忙
し
い
会
社
も

あ
れ
ば
、受
注
の
少
な
い
会
社
も
あ
る
。

 

（
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
）

木
材
・
木
製
品

○
相
変
わ
ら
ず
木
材
の
動
き
は
、少
な
い
。

 

（
製
材
業
・
木
製
品
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品

○
県
央
部
に
お
い
て
、
影
響
力
の
あ
る
員

外
者
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
組

合
に
お
い
て
市
況
改
善
に
む
け
た
動
き

が
出
始
め
て
い
る
。

 

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

一
般
機
器

○
受
注
状
況
、
稼
働
状
況
は
概
ね
順
調
。

 

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

○
Ｉ
Ｔ
関
連
の
部
品
の
受
注
が
高
位
継
続

し
て
い
る
。
秋
季
に
は
落
ち
て
来
る
の

で
は
と
気
を
も
ん
で
い
る
。

 

（
特
殊
産
業
用
機
械
器
具
製
造
業
）

輸
送
機
器

○
雨
天
が
多
く
修
繕
業
務
は
作
業
困
難
に

つ
き
、
コ
ス
ト
的
に
は
悪
い
状
況
。

 

（
船
舶
製
造
・
修
理
業
）

○
生
産
現
場
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
。
売
上
高
が
ま
だ
上
向
か
な
い
の
は
、

コ
ス
ト
低
減
引
締
め
が
強
い
こ
と
と
、

新
製
品
が
多
く
本
格
的
生
産
に
至
っ
て

い
な
い
た
め
で
あ
る
。
も
う
少
し
時
間

を
要
し
そ
う
で
あ
る
。

 

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

そ
の
他
の
製
造
業

○
先
月
同
様
、特
に
一
般
の
顧
客
が
目
立
っ

て
少
な
い
様
子
。
昨
年
よ
り
売
上
、
収

月次景況調査結果
平成18年７月期

全国
山口

－80

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10

0

㈪H17.8 9 10 11 12 H18.1 2 3 4 5 6 7

（DI）

－24.4
－25.9

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 1

繊 維・ 同 製 品 2

木 材・ 木 製 品 1

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 2

鉄 鋼 ・ 金 属 5

一 般 機 器 5

輸 送 機 器 5

そ の 他 の 製 造 業 1

非
製
造
業

卸 売 業 3

小 売 業 2

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 3

建 設 業 1

運 輸 業 1

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
60
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】



11 山口県の中小企業

益
の
増
加
し
た
店
も
あ
る
。

 

（
畳
製
造
業
）

卸
売
業

○
全
般
的
に
売
上
高
（
受
注
量
）
は
、
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、仕
入
原
価
の
高
値
、

石
油
関
係
の
高
騰
に
よ
る
収
益
状
況
は

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
銀
行
借
入
（
長

期
金
利
、
短
プ
ラ
を
含
む
）
金
利
上
昇

に
よ
り
収
益
圧
迫
し
て
い
る
。（
周
南
市
）

○
中
元
商
品
売
上
増
。
大
手
ス
ー
パ
ー
の

本
部
が
団
地
内
に
進
出
。
活
性
化
が
期

待
で
き
る
。 

（
山
口
市
）

小
売
業

○
長
引
く
梅
雨
の
た
め
、
季
節
商
品
（
エ

ア
コ
ン
、水
着
等
）の
売
れ
行
き
が
悪
く
、

バ
ー
ゲ
ン
も
低
調
に
推
移
し
た
。

 

（
下
関
市
）

○
５
月
末
脱
退
組
合
員
跡
地
３
区
画
の
う

ち
、
６
月
に
１
区
画
、
７
／
10
に
１
区

画
新
規
テ
ナ
ン
ト
（
婦
人
衣
料
）
の
誘

致
に
至
っ
た
が
、
天
候
不
順
に
て
売
上

げ
は
前
年
を
下
回
っ
た
。 

（
長
門
市
）

商
店
街

○
長
雨
に
よ
る
客
数
減
と
市
全
体
の
不
況

感
が
依
然
と
強
い
。 

（
萩
市
）

○
７
／
22
〜
８
／
12
ま
で
の
土
曜
夜
市
開

催
で
、
商
店
街
は
賑
わ
い
、
売
上
げ
上

昇
。 

（
宇
部
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
新
規
の
店
や
旅
館
等
の
オ
ー
プ
ン
も

あ
っ
て
、週
末
の
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
多
か
っ

た
。ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
も
比
較
的
多
か
っ

た
。 

（
旅
館
業
）

○
雨
が
多
く
て
、
お
客
様
の
出
足
が
鈍
く
、

７
月
は
あ
ま
り
動
き
が
な
い
。
最
近
は
、

業
界
全
体
的
に
資
金
調
達
が
難
し
く
な

り
、
好
調
な
店
と
そ
う
で
な
い
店
の
格

差
が
広
が
り
そ
う
で
あ
る
。

 

（
理
容
・
美
容
業
）

建
設
業

○
本
年
度
の
発
注
が
出
始
め
た
が
、
受
注
額

は
減
少
。
原
油
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
関

連
製
品
の
値
上
が
出
始
め
た
。 （
柳
井
市
）

○
県
工
事
の
端
境
期
を
過
ぎ
、
６
月
か
ら

そ
ろ
そ
ろ
発
注
が
あ
る
か
と
思
っ
て
い

た
が
、
組
合
員
対
象
と
な
る
発
注
が
ほ

と
ん
ど
な
い
。
市
工
事
も
前
年
ほ
ど
期

待
で
き
そ
う
も
な
い
。 

（
長
門
市
）

運
輸
業

○
輸
送
、
倉
庫
共
あ
る
程
度
の
水
準
に
達

し
て
い
て
も
、
や
は
り
上
げ
止
ま
り
を

み
な
い
燃
料
価
格
に
苦
慮
し
て
い
る
。

 

（
防
府
市
）

○
燃
料
値
上
に
よ
る
原
料
、
資
材
等
に
影

響
が
出
て
お
り
、
運
賃
転
稼
は
困
難
を

生
じ
て
い
る
。 

（
下
関
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

規
制
緩
和
に
よ
り
こ
れ
ま
で
認
可
制

で
あ
っ
た
も
の
が
届
け
出
制
に
変
わ
り
、

業
者
数
は
激
増
し
、
運
賃
は
下
落
し
て

お
り
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

最
近
で
は
燃
料
の
高
騰
に
よ
り
収
益

状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、
資
金
繰
り
に

も
悪
影
響
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

組
合
事
業
と
し
て
こ
れ
ま
で
共
同
運

送
、
共
同
保
管
、
共
同
購
買
、
金
融
事

業
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
新
規
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
年
度
よ
り
日

本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
が
行
っ

て
い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
（
求
荷
求
車
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
活
用
し
、
経
営

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
に
通
い
始
め
、

昔
の
体
型
を
取
り
戻
す
努
力
を
始
め
て

い
ま
す
。（
５
年
前
に
は
ボ
デ
ィ
ビ
ル

で
「
ミ
ス
タ
ー
山
口
」
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。）

最
後
に
組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
！

　

各
種
ト
ラ
ッ
ク
、レ
ッ
カ
ー
、ト
レ
ー

ラ
ー
等
を
多
数
保
有
し
て
お
り
、
複
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
顧
客
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
防
府
市
内
の
中
堅
企
業

が
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。

穐本連絡員
（防府流通センター協同組合　業務課長）

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！

組合事務所
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産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 447,030 238,793 20.7 158.4 148.0 10.4 443,304 23.6 1.80 1.55

建 設 業 398,554 292,545 22.1 174.5 167.0 7.5 38,428 6.6 3.57 2.57

製 造 業 496,859 254,869 21.0 171.9 154.4 17.5 96,676 11.3 1.48 1.49

電気・ガス・熱供給・水道業 1,097,602 350,950 20.5 162.4 152.7 9.7 2,964 2.7 0.27 0.27

情 報 通 信 業 1,057,620 422,409 20.0 173.1 150.6 22.5 4,521 3.9 0.73 0.73

運 輸 業 435,965 234,958 21.2 184.2 157.8 26.4 30,754 4.0 0.52 1.80

卸 売 ・ 小 売 業 239,855 174,363 20.8 136.9 132.8 4.1 84,158 52.3 1.85 1.52

金 融 ・ 保 険 業 851,087 305,548 20.6 165.2 156.5 8.7 10,748 4.5 1.36 1.28

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成18年６月－山口県統計分析課

〔ＩＴを活用した経営戦略の構築についてアドバイスを受けたい〕

施策シリーズ④

ＩＴ推進アドバイザー派遣事業
ＩＴ導入を進めようとする中小企業者に専門家を派遣します！

対象となる方
ＩＴ導入を進めようとする中小企業者

ＩＴコーディネーターとは
　経営戦略策定から情報化投資の企画、更にはシステムの開発・運用に至る全てのプロセスで一貫して経営
者をサポートする方

支 援 内 容
　ＩＴ導入を進めようとする中小企業者の依頼に応じて、中小企業基盤整備機構に登録された専門家（ＩＴ
コーディネーター、中小企業診断士等）が、企業を直接訪問し、 
ＩＴ導入に関するアドバイスを行います。

　なお、中小企業者の方には、費用の１／３相当額を負担していた
だきます。

ご利用方法
① 中小企業基盤整備機構等に専門家派遣の申込みをしてください。
②中小企業基盤整備機構が、自身の登録簿の中から専門家を選定し
ます。

③費用の１／３相当額を中小企業基盤整備機構に振り込んでくだ
さい。

④振込を確認した後、中小企業基盤整備機構が中小企業者に対し専
門家を派遣します。

■お問い合わせ　　中小企業基盤整備機構　経営基盤支援部経営支援課　　☎03‒5470‒1518

http://www.smrj.go.jp/keiei/info/it/000182.html
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第４回中小企業団体

親睦ボウリング大会参加チームを募集！
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日 　 　 時　平成18年11月12日㈰
 13:00～15:00
場 　 　 所　山口市 ｢ボウリングの森｣
参 加 資 格　 会員組合等の役職員並びに傘下事業

所の従業員
募集チーム　30チーム（１チーム３名編成）
参 加 料　１チーム4,500円（ゲーム料含む）
申込み・お問い合わせ

山口県中央会　総務課（担当：前田）
☎083‒922‒2606
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11月18日出発　山口宇部空港からチャーター便で行く

「緑の架け橋地球環境林」
植樹ボランティアの旅のご案内

中小企業組合実態調査への
 協力のお願い

全国中小企業団体中央会
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　このたび、全国中小企業団体中央会では中小企
業庁より委託を受けて、中小企業組合実態調査を
行うこととなりました。
　調査票の発送につきましては、全国中央会より
直接組合宛に送付されますので、ご多忙中誠に恐
縮ですが、協力方、よろしくお願いします。
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事業主のみなさまへ
電子申請による申請・
 届出等のお知らせ
　平成16年３月29日より、雇用保険被保険者資格
取得届等の雇用保険の各種手続が電子申請により
行えることとなっております。
　電子申請とは、従来、公共職業安定所の窓口で
受け付けていた申請・届出等の手続をパソコンか
らインターネットを利用して電子的に行うもので
す。
◆電子申請の手順
　電子申請の手続は、厚生労働省電子申請・届出
システムを利用して行います。詳しくは厚生労働
省ホームページ中「厚生労働省電子申請・届出シ
ステム」まで。
　http://hanyous.mhlw.go.jp/shinsei/crn/html/
CRNMenuFrame.html
■電子申請に関するお問い合わせ
　○操作方法等に関するお問い合わせ

厚生労働省電子申請・届出システム問合せセンター
☎03‒3539‒5822

　○手続きの具体的内容等に関するお問い合わせ
管轄の公共職業安定所まで

平成18年中小企業
 実態基本調査のお願い

中小企業庁
　このたび、中小企業庁では中小企業実態基本調
査を実施することとしております。この調査は、
中小企業の財務情報、経営情報、設備投資動向等
を把握、中小企業に関する基礎資料の提供、基本
的統計の整備することを目的としています。つき
ましては、調査対象となりました企業につきまし
ては、格別のご協力をいただきますようよろしく
お願いします。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

昨年度のボウリング大会風景

旅行期間　平成18年11月18日㈯～22日㈬ 
Ａコース　 済南・世界遺産泰山と桂林５日間
 （188,000円）
Ｂコース　 済南・世界遺産泰山と江南水郷めぐり

（杭州・鳥鎮）５日間 （159,000円）
募集人員　 各コース50人
申込締切　平成18年10月17日
お問い合わせ
山口県農林水産部
　森林企画課
　　☎083‒933‒3450
JTB中国四国山口支店
　営業課
　　☎083‒924‒2369

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰



　組合に入って８

年目を迎える経理

全般担当の松村さ

んと14年を迎える

商品管理担当の三

戸さん。

　「事務局では明

るい笑顔に心がけ

ています。最近は、

子供と一緒にＮＨＫ

アニメ、メジャー

にはまっています。

（松村さん）」「健

康が大切。とにか

く健康に気をつけています。20歳の愛犬ハナに添い寝の介護

をしていて、携帯の写真は犬とお花ばかりです。（三戸さん）」

　組合のＰＲをお願いしたところ、「食卓を彩るチルド食品・

冷凍食品の大量保管なら私たちに、お任せください。巨大冷

蔵庫で、適切に管理します！」と優しい笑顔で応えてくれま

した。

編集・発行
山口県中小企業団体中央会

〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　　Fax 083-925-1860

E-mail  ycdc@axis.or.jp
http://www.axis.or.jp/
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